
デッドスペースからライフスペースへ

活用の難しい場所だからこそのチャンス
高架下活用

騒音をチャンスに！
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高架下は「暗い」「うるさい」「汚い」など、デッドスペースの代表例とも言われ、

有効活用の取組が多々なされつつも、まだまだ侵入防止柵で囲われた荒涼とした場所が多く見られます。

騒音や細長い敷地というデメリットを有効に活用する方法は無いでしょうか。

例えば、「うるさい」「危ない」といった理由で利用しにくくなっている公園などの子供たちの遊び場や

オリンピックで人気となったスケボー、エクストリームスポーツ等の練習場所、

日光を必要としない水耕栽培などの菜園利用、楽器の練習スタジオやアートスペースとしての利用など、

デメリットをメリットに変える方法を考えます。


